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は
じ
め
に

こ
こ
で
史
料
紹
介
を
行
う
の
は
、
今
枝
民
部
直
方
が
元
禄
一

Ｅ

六
年
（
一
七
○
三
）
に
謡
し
た
「
温
故
雑
録
」
中
に
掲
伐
さ

れ
て
い
る
、
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
か
ら
明
暦
四
年
（
一
六

五
八
）
迄
の
江
戸
を
中
心
と
し
た
加
災
藩
藩
主
財
務
に
関
係
し

た
五
九
通
の
史
料
で
あ
る
。

編
者
の
今
枝
直
方
は
承
応
二
年
岡
山
藩
臣
の
子
と
し
て
生
ま

れ
、
寛
文
八
年
、
そ
の
父
（
民
部
直
恒
）
の
代
よ
り
加
賀
滞
江

戸
詰
の
重
臣
で
あ
っ
た
今
枝
民
部
近
義
の
義
子
と
な
っ
た
。
享

年
は
享
保
一
三
年
で
七
六
才
で
あ
っ
た
。
直
方
は
考
証
に
長
じ
、

藩
政
に
関
連
し
た
著
述
、
編
書
が
多
く
、
「
温
故
雑
録
」
は
そ

の
一
つ
で
あ
る
。

直
方
の
前
苫
に
よ
れ
ば
、
「
温
故
雑
録
」
は
先
祖
奉
職
中
の

躯
賊
や
関
連
張
項
を
収
録
し
、
子
孫
の
参
考
に
供
す
る
目
的
で

加
岡
藩
初
期
、
藩
主
財
政
に
つ
い
て

加
賀
藩
初
期
、
藩
主
財
政
に
つ
い
て

Ｉ
「
温
故
雑
録
」
の
紹
介
１
１

鍋
し
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
、
①
土
岐
与
左
衛
門
事
②
微

妙
公
寛
永
廿
年
御
参
勤
道
中
賞
賜
ノ
扣
③
金
銀
御
印
帳
ノ
写

二
件
④
御
借
金
諸
苫
通
ノ
扣
⑤
京
都
奉
行
人
等
ト
御
用
申

通
ノ
扣
⑥
女
辻
諜
指
出
ノ
扣
⑦
御
家
中
高
早
遺
物
の
七

つ
で
あ
り
、
こ
こ
に
紹
介
し
た
の
は
③
と
④
の
分
で
あ
る
。
直
方

の
注
綴
に
よ
れ
ば
、
③
の
御
印
帳
は
他
人
よ
り
借
用
し
て
筆
写

し
た
も
の
、
④
は
今
枝
家
旧
蔵
書
の
一
冊
を
書
写
し
た
も
の
と

い
う
。
紹
介
史
料
は
ま
と
ま
り
を
欠
く
面
も
あ
る
が
、
加
賀
藩

初
期
の
江
戸
に
お
け
る
財
政
関
係
史
料
は
殆
ん
ど
知
ら
れ
て
お

ら
ず
、
こ
れ
が
一
つ
の
手
懸
り
を
与
え
る
も
の
と
考
え
た
の
で
、

こ
こ
に
紹
介
と
解
説
を
試
み
た
。

史
料
紹
介
に
入
る
前
に
、
当
時
の
加
賀
藩
主
に
つ
い
て
ふ
れ

て
お
こ
う
。
加
賀
藩
で
は
三
代
藩
主
利
常
が
寛
永
一
六
年
小
松

へ
隠
居
し
た
が
、
そ
の
際
富
山
藩
と
大
聖
寺
藩
の
支
藩
を
設
け

八
七

中
野
節
子



加
獅
論
初
期
、
蒜
主
財
政
に
つ
い
て

た
。
本
禰
は
嫡
子
光
高
が
つ
い
だ
一
方
、
恵
山
藩
は
次
男
利
次
、

大
聖
寺
蒲
は
三
男
利
治
が
各
々
初
代
藩
主
と
な
っ
た
。
こ
の
四

代
藩
主
光
高
は
正
保
二
年
に
急
死
し
、
そ
の
子
犬
千
代
（
後
の

綱
紀
）
が
五
代
藩
主
と
な
っ
た
が
、
犬
千
代
は
こ
の
時
ま
だ
二

才
で
あ
っ
た
た
め
、
祖
父
利
常
が
後
見
役
と
し
て
実
質
上
の
滞

政
を
蟻
っ
て
い
た
。
利
常
が
死
去
し
た
の
は
万
治
二
年
で
あ
る

か
ら
、
こ
こ
で
紹
介
す
る
史
料
は
、
こ
の
よ
う
な
利
常
後
見
役

時
代
の
も
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
史
料
を
内
容
に
よ
っ
て
、
Ａ
領
内
よ
り
江
戸
送
金

Ｂ
京
都
よ
り
江
戸
送
金
Ｃ
江
戸
卵
用
Ｄ
藩
主
借
金
Ｅ
領

内
出
銀
等
Ｆ
そ
の
他
に
分
け
、
ま
ず
一
、
で
史
料
目
録
を

掲
げ
、
次
に
二
、
で
重
要
と
考
え
ら
れ
る
分
の
史
料
紹
介
を
行

っ
た
。
目
録
及
び
紹
介
史
料
に
は
必
要
に
従
っ
て
解
説
を
加
え

た
。
そ
の
後
、
こ
れ
ら
史
料
全
体
を
整
理
し
三
、
解
説
を
試
み

た
が
、
そ
れ
は
、
Ｉ
藩
の
財
務
機
構
、
Ⅱ
藩
庫
に
お
け
る
金
銀

の
流
れ
、
、
川
利
常
・
藩
主
の
財
務
機
構
の
関
係
Ⅳ
藩
主
借

金
Ｖ
聖
長
栄
の
調
達
金
一
件
に
分
け
て
行
っ
た
。

な
お
、
目
録
作
成
に
当
り
、
利
常
と
犬
千
代
の
御
印
に
関
連

し
て
問
題
の
あ
っ
た
こ
と
を
こ
こ
に
述
べ
て
お
こ
う
。

直
方
は
書
写
に
当
っ
て
、
御
印
の
部
分
を
単
に
「
御
印
」
と

記
し
た
り
、
「
犬
千
代
御
印
」
、
「
中
納
言
（
利
常
）
御
印
」
と

か
、
形
状
を
示
す
「
駒
ノ
御
印
」
等
様
々
な
苫
き
方
を
行
っ
て

お
り
、
そ
の
嘗
き
方
の
差
異
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
た
も
の
か
不

Ａ
領
内
よ
り
江
戸
送
金

①
江
戸
納
戸
奉
行
金
銀
請
取
切
手
慶
安
元
年
二
月
三
日
釦

江
戸
納
戸
奉
行
の
請
取
切
手
に
は
こ
れ
以
降
の
分
に
も
年

月
日
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
関
連
史
料
、
奉
行
名
か
ら

確
実
に
日
付
が
決
定
で
き
る
。

②
利
常
金
銀
請
取
状
同
右
詔

金
沢
納
戸
奉
行
宛
①
に
関
連

③
金
沢
会
所
奉
行
送
金
ニ
付
達
沓
同
一
二
月
一
日
師

八
八

詳
で
あ
る
。
目
録
で
は
直
方
の
沸
き
方
に
従
っ
て
題
名
を
付
け
、

形
状
で
記
職
の
あ
る
分
は
わ
か
る
限
り
で
利
常
と
犬
千
代
を
区

分
し
、
区
別
の
未
詳
の
も
の
は
御
印
状
と
記
し
た
。
但
し
、
直

方
が
利
常
と
犬
千
代
の
印
の
差
を
熟
知
し
て
い
た
か
疑
問
が

残
る
。
例
え
ば
現
在
利
常
の
印
と
考
え
ら
れ
て
い
る
「
満
」
字

印
を
犬
千
代
印
と
判
断
し
て
い
る
（
目
録
Ｃ
ｌ
５
）
。
し
か
し
一

方
、
考
証
に
巧
み
で
し
か
も
綱
紀
と
同
時
代
の
諜
写
な
の
で
、

現
在
の
判
断
で
疑
う
の
は
危
険
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
点
に

関
し
て
は
保
留
し
て
お
く
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。

一
、
史
料
目
録

史
料
題
名
、
年
月
日
、
宛
所
を
記
し
、
必
要
に
従
っ
て
内
容
を

解
説
し
た
。
後
で
史
料
紹
介
を
行
っ
た
分
は
、
史
料
番
号
を
○

で
囲
っ
て
あ
る
。
な
お
、
年
月
日
下
の
番
号
は
、
「
温
故
雛
録
」

中
の
掲
伐
順
序
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
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今
枝
民
部
宛

④
江
戸
納
戸
奉
行
金
銀
訪
取
切
手
同
二
年
八
月
八
日
蛇

⑤
犬
千
代
金
銀
誌
取
状
同
右
鍵

金
沢
諭
戸
非
行
宛
④
に
関
連

６
江
戸
納
戸
奉
行
金
子
誌
取
切
手
同
二
月
二
○
日
弱

７
金
子
融
取
獅
印
状
同
右
妬

金
沢
納
戸
奉
行
宛
６
に
関
述

８
金
子
請
取
御
印
状
同
一
二
月
一
六
日
諏

団
七
兵
衛
・
高
田
夫
左
衛
門
宛

９
利
術
金
子
請
取
状
同
四
年
一
二
月
二
二
日
１

金
沢
納
戸
奉
行
宛

加
犬
千
代
銀
子
請
取
状
承
応
元
年
二
月
二
六
日
〃

金
沢
納
戸
奉
行
宛

⑪
金
沢
会
所
奉
行
銀
子
指
下
二
付
達
書
同
二
年
三
月
四
日
如

今
枝
・
青
山
将
臘
宛

⑫
今
枝
民
部
等
銀
子
請
取
書
同
三
月
一
九
日
切

金
沢
納
戸
奉
行
宛
⑪
の
請
取
と
考
え
ら
れ
る

過
金
沢
会
所
奉
行
銀
子
指
下
一
一
付
達
書
同
五
月
二
五
日
“

今
枝
・
青
山
将
監
・
青
山
織
部
宛

皿
銀
子
誌
取
御
印
状
同
七
月
一
○
日
躯

金
沢
会
所
奉
行
宛
な
お
、
直
方
は
こ
れ
が
昭
の
請
取
状

で
な
く
、
閏
六
月
二
八
日
発
送
分
の
調
取
状
か
と
記
し

て
い
る
。

加
賀
瀞
初
期
、
滞
主
財
政
に
つ
い
て

⑮
銀
子
誌
取
御
印
状
同
二
月
四
日
“

田
部
佐
五
左
衛
門
・
笠
間
新
右
衛
門
宛
富
山
よ
り
の
送
銀

焔
今
枝
民
部
等
家
中
出
銀
請
取
書
同
二
月
五
日
嶋

小
瀝
薫
右
衛
門
・
西
尾
喋
人
宛
朱
封
銀
一
○
賀
匁
分

Ⅳ
朱
封
銀
指
下
一
一
付
御
印
状
同
三
年
八
月
二
九
日
妬

今
枝
・
青
山
将
監
・
青
山
維
部
宛

肥
銀
子
訊
取
御
印
状
明
暦
元
年
七
月
二
四
日
妬

金
沢
納
戸
奉
行
宛

Ｂ
京
都
よ
り
江
戸
送
金

①
犬
千
代
金
子
請
取
状
慶
安
四
年
二
月
一
二
日
弱

京
都
奉
行
宛

２
江
戸
納
戸
奉
行
銀
子
請
取
切
手
同
一
二
月
一
九
日
網

／
丁
銀
三
髄
一
五
○
匁
分

③
金
子
請
取
御
印
状
承
応
二
年
九
月
一
三
日
“

京
都
奉
行
宛

Ｃ
江
戸
算
用

①
江
戸
納
戸
奉
行
、
先
奉
行
塊
用
残
高
訪
取
切
手

正
保
四
年
一
○
月
一
日
羽

２
同
右
慶
安
元
年
三
月
釦

３
同
右
同
二
年
三
月
一
六
日
記

４
同
右
同
四
年
三
月
即

⑤
犬
千
代
江
戸
金
銀
入
払
算
用
状
同
五
月
晦
日
副

八
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Ｄ
借
金

①
江
戸
納
戸
恭
行
利
次
借
金
返
弁
ニ
付
達
件

金
沢
会
所
奉
行
宛
慶
安
二
年
二
月
一
三
日
弱

②
江
戸
会
所
奉
行
等
借
金
請
取
二
付
進
灘

江
戸
納
戸
奉
行
宛
同
三
年
九
月
六
日
釣

③
今
枝
民
部
等
金
子
借
用
状
承
応
元
年
一
月
二
日
過

本
阿
弥
光
温
宛
関
連
符
菱
二
通
あ
り

④
今
枝
民
部
亭
金
子
借
用
状
同
一
○
月
一
日
型

糸
屋
十
右
衛
門
宛
関
連
符
菱
三
通
あ
り

５
今
枝
民
部
等
金
子
借
用
状
同
二
年
一
二
月
一
日
謁

本
阿
弥
光
温
宛
関
連
符
菱
二
通
あ
り

⑥
今
枝
民
部
等
金
子
借
用
状
明
暦
二
年
一
月
二
日
妬

糸
屋
十
右
衛
門
宛
関
連
符
菱
三
通
あ
り

⑦
今
枝
民
部
等
金
子
借
用
状
同
四
年
一
月
二
日
”

両
替
屋
善
六
宛

⑥
利
常
江
戸
金
銀
入
払
煎
用
状

江
戸
納
戸
奉
行
宛

７
利
常
家
中
給
銀
避
し
方
達
卦

江
戸
会
所
奉
行
宛

８
同
右
同
右
宛

加
茂
膳
初
期
、
盤■幸

江
戸
納
戸
奉
行
宛
滞
主
財
政
に
つ
い
て畷

安
五
年
三
月
二
二
日
四

承
応
元
年
一
二
月
二
日
幻

同
右

22

Ｆ
そ
の
他

ｌ
宮
井
禅
兵
衛
・
嶋
七
左
衛
門
金
銀
訪
取
切
手

正
保
三
年
四
月
一
日
詔

玉
金
子
一
六
七
匁
二
分
、
銀
一
歩
三
五
○
切
、
舟
印
子
四

九
四
匁
八
分
、
同
御
判
つ
ぶ
し
三
匁
、
玉
銀
子
一
撒
匁
、

銀
花
降
二
枚
、
玉
銀
子
六
三
匁
七
分
、
印
分
六
匁
四
分
の

請
取

②
瀬
川
五
郎
兵
衛
等
江
戸
納
戸
へ
入
金
ニ
付
達
苫

江
戸
会
所
奉
行
宛
慶
安
元
年
五
月
四
日
認

③
聖
長
栄
弟
子
緬
音
金
銀
相
渡
覚
同
二
月
八
日
別

江
戸
納
戸
奉
行
宛
以
下
５
迄
は
関
連
文
＃

Ｅ
徹
内
出
銀
等

１
利
常
皆
済
褒
美
銀
巡
方
達
件
慶
安
四
年
二
月
二
五
日
⑫

巻
勘
兵
衛
・
平
田
三
郎
右
衛
門
宛

２
皆
済
二
付
貸
米
返
済
赦
免
達
神
同
二
月
二
六
日
３

宮
城
采
女
・
奥
付
源
左
衛
門
宛
両
者
は
寛
永
一
四
年
に

は
算
用
場
奉
行
（
『
加
興
藩
史
料
』
第
二
巻
八
三
四
頁
）

３
利
術
作
食
蔵
本
米
二
付
進
丼
承
応
元
年
一
月
二
○
日
、

同
右
宛

４
開
作
入
用
銀
二
付
御
印
述
幽
同
右
、

金
沢
納
戸
奉
行
宛

九
○



④
江
戸
両
替
屋
小
判
売
買
値
段
沸
上
畷
安
元
年
二
月
八
日
弱

江
戸
納
戸
奉
行
宛

５
江
戸
納
戸
＊
行
頼
音
よ
り
金
銀
鮎
取
切
手
同
右
弱

江
戸
会
所
氷
行
の
災
普
を
付
す

⑥
犬
千
代
家
中
等
へ
金
銀
遮
し
方
殿
祥
同
四
年
一
二
月
二
二
日
４

野
村
四
郎
左
衛
門
・
鴫
七
左
衛
門
宛

７
同
右
５

同
右
宛
今
井
他
一
七
人
へ
小
判
二
○
両
、
銀
子
四
四
枚

及
び
二
批
匁
造
す
べ
き
旨

８
同
右
同
右
６

同
右
宛
本
間
伊
右
衛
門
他
一
二
人
へ
銀
子
四
二
枚
造
す

べ
き
旨

９
同
右
同
一
二
月
二
三
日
７

同
右
宛
服
部
勘
右
衛
門
他
一
二
人
へ
小
判
七
両
、
壱
歩

金
二
○
切
銀
子
二
枚
造
す
べ
き
旨

、
伺
右
同
一
二
月
二
四
日
８

同
右
宛
後
藤
木
工
左
衛
門
他
一
人
へ
小
判
五
両
銀
子

五
○
枚
遊
す
べ
き
旨

、
同
右
同
一
二
月
二
七
日
９

同
右
宛
大
工
理
兵
術
他
三
人
へ
壱
歩
金
七
切
遣
す
べ
き
旨

⑫
利
常
上
方
支
出
ニ
付
達
書
承
応
元
年
一
月
二
一
日
吃

問
田
弥
右
衛
門
宛

⑬
同
右
同
二
月
五
日
唱

加
箇
滞
初
期
、
藩
主
財
政
に
つ
い
て

高
田
弥
右
衛
門
宛

⑭
利
常
上
方
支
出
二
付
達
書
同
二
月
二
六
日
辿

同
右
宛

焔
利
常
家
中
家
引
料
二
付
達
沓
同
右
肥

坂
野
七
左
衛
門
・
原
九
郎
兵
衛
宛
難
．
田
油
左
術
門
分
と

し
て
銀
一
撒
匁
辿
す
べ
き
旨

嘔
犬
千
代
家
中
へ
金
遮
し
方
達
辞
同
右
巧

鴻
七
左
衛
門
・
野
村
四
郎
左
衛
門
宛
江
守
半
兵
衛
へ
判

金
一
枚
遣
す
べ
き
旨

⑰
野
村
四
郎
左
衛
門
等
金
銀
入
払
津
川
状
同
三
月
二
二
日
肥

⑱
大
津
箭
米
の
内
支
払
二
付
御
印
達
件
同
六
月
一
三
日
加

比
良
左
内
、
堀
弥
右
術
門
宛

⑲
宮
井
群
兵
衛
等
金
銀
入
払
算
用
状
兜

二
、
史
料
紹
介

史
料
の
前
に
記
し
た
記
号
と
番
号
は
史
料
目
録
か
ら
の
も
の
で

あ
る
。
な
お
、
必
要
に
従
い
史
料
末
に
解
説
を
加
え
て
あ
り
、

ま
た
史
料
中
（
）
内
は
箪
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

子
二
Ｎ
三
日

一
、
六
拾
枚
者

A

l
1

大
判
金

九
一



司

一
、
百
髄
目
者
朱
封
異

右
之
金
銀
金
沢
会
所
占
到
来
於
江
戸
納
戸
江
鏑
取
者
也

司’
一
、
弐
百
切
者

同
日一
、
弐
百
切
者
壱
歩
金

剛
日一
、
百
胤
目
者
朱
封
銀

右
之
金
銀
金
沢
会
所
占
子
ノ
ー
月
三
日
二
来
ル
也

右
之
金
銀
誠
取
申
候

板
津
兵
介

窪
田
与
左
衛
門

１－
、
千
両
者

Ａ
ｌ
２
覚

犬
千
代
槌
獅
印

一
、
六
拾
枚
者

同
日一
、
千
両
者

加
箇
楡
初
期
、
擶
主
財
政
に
つ
い
て

小
判
金壱

歩
金

小
判
金

大
判
金

判判

Ａ
Ｉ
３
覚

一
、
四
拾
七
枚
大
判
金

一
、
千
両
小
判
金

右
之
金
子
坂
廊
助
太
夫
玲
木
又
兵
衛
稲
垣
三
郎
左
術
門
手
前
方

訪
取
此
度
小
塚
諜
右
衛
門
言
伝
上
之
申
砿
、
就
其
当
地
会
所
加

御
印
渋
条
御
納
戸
衆
加
鮮
数
馬
斉
懲
主
馬
術
取
切
手
二
其
御

地
御
会
所
之
御
印
井
災
様
被
加
奥
丹
郵
判
形
候
て
可
彼
指
越
候
、

以
上 此

翻
印
之
物
道
中
才
釧
人
小
謹
促
兵
衛

餓
尾
市
之
佑
二
州
渡
ス

画
印
会
所

堂
安
元
年
十
二
月
朔
日

今
枝
民
部
穀 中

納
薗
様

正
保
五
年
二
月
三
日
御
印

小
松
椛
詰
本
保 坂

倉
助
太
夫

稲
垣
三
郎
左
衛
門

鈴
木
又
兵
衛

中
村
安
右
衛
門

木
梨
九
右
衛
門

佐
分
喜
左
衛
門

腰
田
九
兵
衛

（
耐
方
雛
）

此
下
不
見

九
二



同
日
同
断

一
、
三
千
両
者
小
判
金

同
日

同
断

一
、
拾
弐
撒
目
者
丁
銀

右
之
金
銀
金
沢
会
所
占
丑
ノ
八
月
八
日
来
也

右
之
金
銀
請
取
申
候

服
部
五
右
衛
門

棚
聞
祷
初
期
、
藩
主
財
政
に
つ
い
て

御
印
会
所
有
沢
孫
作

右
大
判
金
四
拾
七
枚
小
判
金
千
両
於
江
戸
為
御
遺
御
用
金
沢
会

所
之
御
印
を
以
送
目
録
之
通
無
相
違
小
塚
蕊
右
衛
門
被
致
持
参

御
納
戸
へ
斉
諜
主
馬
加
灘
数
馬
諸
取
候
所
也

今
枝
民
部

右
之
切
手
小
塚
藤
右
衛
門
一
一
相
渡
十
二
月
廿
二
日

趾
ノ
八
月
八
日
犬
千
代
様
う
さ
ぎ
ノ
御
印

一
、
五
拾
枚
者
大
判
金

右
大
判
金
四
拾
七
枚
小
判
金
千
両
金
沢
会
所
御
印
を
以
送
目
録

之
通
江
戸
御
納
戸
へ
相
渡
所
也
、
払
方
追
而
可
遂
卸
勘
定
者
也

慶
安
元
年
十
二
月
十
四
日

今
枝
民
部

斉
諺
主
馬
巽

加
讓
数
馬
巽

Ａ
ｌ
４

Ａ
ｌ
Ⅱ

ｅ
や
Ｏ
Ｌ

弛
知
Ｌ
一

一
、
三
百
撒
目
者
朱
封

右
之
銀
子
可
指
下
旨
被
仰
出
付
拾
駄
一
一
認
さ
せ
今
般
為
御
番
代

罷
越
御
小
性
之
内
今
村
五
郎
兵
衛
平
井
次
郎
兵
衛
帰
山
助
右
衛

・
九
三

同

一
、
拾
弐
撒
目
者
丁
銀

右
之
金
製
従
金
沢
会
所
到
来
於
江
戸
納
戸
江
請
取
者
也

同
一
、
三
千
両
者

芭
別
』
【
朋
服

心
鞭
一
Ｆ
写
し

一
、
五
拾
枚
者

犬
千
代
様

塗
安
弐
年
八
月
八
日
御
印

Ａ
Ｉ
５

・
・
と

酌
１
－此

揮
印
健
物
失
申
延
左
衛
門
加
州
へ

龍
婦
二
て
渡
被
遺

小
判
へ
垂

大
判
金

中
村
市
郎
右
衛
門

坂
倉
助
太
夫

稲
垣
三
郎
左
衛
門

鈴
木
二
郎
左
衛
門



Ａ
ｌ
閲

一
、
参
百
貫
目

右
銀
子
冨
山
ヨ
リ
来
於
江
戸
調
取
者
也

Ａ
ｌ
吃
覚

江
戸
会
所
御
印

一
、
参
百
批
目

朱
封
銀

右
之
銀
子
今
村
五
郎
兵
衛
平
井
次
郎
兵
衛
帰
山
助
右
衛
門
道
中

為
才
料
持
参
仕
二
付
金
沢
会
所
御
印
送
目
録
之
通
於
江
戸
請
取

御
納
戸
加
藤
彦
左
衛
門
斉
藤
主
馬
へ
相
渡
所
如
件

江
戸
会
所

承
応
弐
年
三
月
十
九
日
御
印
今
枝
民
部

坂
倉
助
太
夫
殿
青
山
織
部

鈴
木
又
兵
衛
殿
青
山
将
監

樫
田
彦
兵
衛
殿

加
賀
蒜
初
期
、
藩
主
財
政
に
つ
い
て

門
三
人
二
相
渡
上
之
申
候
、
以
上

金
沢
会
所

承
応
弐
年
三
月
四
日
御
印
横
山
右
近

服
部
九
兵
衛

今
枝
民
部
殿
黒
坂
吉
佐
衛
門

青
山
将
監
殿
奥
村
河
内

助
太
夫
殿

又
兵
衛
殿

彦
兵
衛
殿

Ｂ
ｌ
１
覚

一
、
六
千
両
者
小
判

此
代
銀
三
百
九
拾
七
脚
弐
百
目
弛
糖
袖
塞
訓
分
替

右
金
子
江
戸
納
戸
江
誠
取
者
也

う
き
ぎ
．
の
御
印

塵
安
四
年
十
一
月
十
二
日
○

服
部
左
源
太

岡
田
助
三
郎

高
田
弥
右
衛
門

成
田
弥
五
兵
衛

藤
懸
源
太
郎

一一

、、

笠
川
は
箆
永
一
九
年
小
松
侍
鰻
に
記
舷
さ
れ
る
利
常
家
臣
で
、
田
部
は
ど

の
侍
帳
に
も
記
職
が
な
い
。

Ｂ
ｌ
３
覚
百
五
拾
枚
者

壱
万
両
者

承
応
弐
十
一
月
四
日
御
印

小判
判金

九
四田

部
佐
五
右
衛
門

笠
間
新
右
衛
門



一
、
弐
千
切
者
壱
歩

右
金
子
自
京
都
来
於
江
戸
請
取
者
也

承
応
弐
年
九
月
十
三
日
御
印

成
瀬
弥
五
兵
衛

藤
懸
十
郎
兵
衛

水
原
清
左
衛
門

亥
十
月
朔
日

一
、
四
拾
五
枚
者
判
金

ｂ
づ

同
日一
、
四
千
三
百
弐
両
者
小
判
金

川
Ｈ一
、
参
千
九
百
三
拾
六
切
者
壱
歩
金

■
訟
即
ｏ
ｇ
０
０
－
、
何
上
拾
三
枇
四
拾
目
九
分
五
厘
丁
銀

Ｊ
１
ト
ー一
、
六
拾
三
枇
四
拾
目
七
分
六
厘
朱
銀

灯
脅
戌
側
〃
朔
日
方
亥
九
月
晦
日
迄
算
用
相
極
残
金
銀
高
也

右
之
金
銀
請
取
申
候
板
津
兵
介

窪
田
与
左
衛
門

C

l
1

加
蘭
藩
初
期
、
祷
主
財
政
に
つ
い
て

Ｃ
ｌ
５

慶
安
三
年
三
月
十
五
日
ヨ
リ
同
四
年
三
月
十
九
日
迄
大
判
金
弐

百
七
拾
六
枚
小
判
金
壱
万
四
千
九
百
七
拾
五
両
壱
歩
金
五
千
六

百
五
拾
八
切
丁
銀
五
百
五
拾
三
批
弐
百
八
拾
四
匁
八
分
朱
封
銀

弐
百
蹴
目
花
降
銀
八
代
六
百
目
於
江
戸
金
銀
入
払
進
算
用
相
済

者
也

犬
千
代
様

慶
安
四
年
五
月
晦
日
満
之
御
印

Ｃ
Ｉ
６

慶
安
四
年
三
月
十
九
日
占
同
五
年
三
月
十
五
日
迄
金
銀
入
払

之
覚
一
、
百
五
拾
壱
枚
判
金

一
、
七
千
九
百
四
拾
六
両
小
判

一
、
四
千
九
百
五
拾
七
切
壱
歩
金

一
、
千
弐
百
八
拾
五
賀
六
拾
六
匁
四
分
弐
厘
丁
銀

一
、
弐
百
五
賞
弐
百
拾
五
匁
九
分
弐
厘
朱
封
銀

一
、
三
匁
弐
分
五
厘
金
具
つ
ふ
し
金

一
、
八
Ｈ
六
百
目

花
降
銀

右
入
払
相
済
者
也

慶
安
五
年
三
月
廿
二
日
駒
ノ
御
印

佐
分
喜
左
衛
門

野
々
村
勘
左
衛
門

九
五



加
間
藩
初
期
、
掛
主
財
政
に
つ
い
て

Ｄ
Ｉ
１
（
一
部
省
略
）

一
、
弐
千
五
百
両
本
金
小
判

此
利
金

四
拾
五
両

へ
但
丑
ノ
正
月
二
月
両
月
分
壱
ヶ
月
二

一
千
両
二
付
九
両
宛
ノ
利
相

合
弐
千
五
百
四
拾
五
両
也

右
金
子
本
多
安
房
守
長
九
郎
左
衛
門
横
山
左
衛
門
使
者
内
本
平

之
丞
中
田
喜
兵
衛
渡
部
伝
左
衛
門
致
持
参
於
江
戸
御
納
戸
へ
請

取
申
候
、
淡
路
守
様
御
借
金
就
御
返
弁
本
阿
弥
一
郎
兵
衛
方
へ

右
元
利
相
渡
手
形
請
取
置
候
、
質
物
之
御
道
具
二
腰
犬
千
代
様

御
納
戸
奉
行
中
村
七
右
衛
門
馬
渕
加
右
衛
門
進
藤
伊
左
衛
門
請

取
被
申
所
也

慶
安
弐
年
二
月
十
三
日

斉
藤
主
馬

加
藤
数
馬

脇
田
九
兵
衛
殿

佐
分
喜
左
衛
門
殿

（
矼
方
註
）

此
次
此
中
間
ノ
名
共
き
れ
て
な
し

（
直
方
註
）前
段
紙
き
れ
て
な
し
定
而

聾
出
し
何
と
そ
可
有
反
古
ノ
侭

御
祝
儀
本
多
安
房
守
殿
長
九
郎
左
衛
門
殿
械
山
左
衛
門
尉
殿
被

上
之
使
者
内
本
平
之
丞
中
田
喜
兵
衛
渡
部
伝
左
衛
門
三
人
へ
相

渡
可
上
之
旨
津
田
玄
蕃
殿
鳶
巻
隼
人
殿
方
就
申
来
候
右
小
判
金

御
納
戸
奉
行
坂
倉
助
太
夫
鈴
木
又
兵
衛
稲
垣
三
郎
左
衛
門
方
占

Ｄ
ｌ
２
党

一
、
小
判
金
三
千
五
百
両
者
緬
職
雑
鐸
嘩
為
醗
衡
物
袖
田
卿
之

一
、
小
判
金
千
五
百
両
者
師
跡
睡
溶
嘩
銚
御
質
物
御
拝
領
之

合
五
千
両
者

小
判
金

右
御
道
具
二
腰
御
質
物
被
遺
候
、
本
阿
弥
光
温
口
入
を
以
今
枝

民
部
借
状
二
て
小
判
金
御
借
用
被
成
候
条
被
調
取
追
而
可
被
遂

御
勘
定
所
如
件

慶
安
三
年
九
月
六
日

青
木
権
右
衛
門

窪
田
与
左
衛
門
殿
林
兵
助

板
津
兵
助
殿
原
田
又
右
衛
門

今
枝
民
部

九
六

私
共
請
取
三
人
之
使
者
二
相
渡
上
之
申
候
、
“
以
上

慶
安
弐
年
正
月
廿
八
日
御
印
会
所
佐
分
騨
左
衛
門

中
村
安
右
衛
門

脇
田
九
兵
衛

小
松
二
扣
詰
本
梨
九
右
衛
門

本
保
大
蔵

（
あ
と
奥
諜
二
点
省
略
）

Ｄ
ｌ
３



借
用
申
金
子
之
事

合
参
千
五
百
両
者
小
判
金
也

右
中
納
言
犬
千
代
為
用
所
借
用
申
所
実
正
也
、
但
本
金
千
両
二

付
而
壱
ヶ
月
二
八
両
宛
之
加
利
足
当
極
月
切
元
利
共
急
度
返
弁

可
申
候
、
即
為
手
駁
富
田
卿
之
刀
預
ヶ
領
申
候
、
右
之
切
於
相

延
者
刀
留
祇
被
申
候
共
少
も
申
分
無
之
候
、
仏
後
日
之
状
如
件

慶
安
五
年
正
月
二
日

今
枝
民
部

青
山
織
部

青
山
将
監

本
阿
弥
光
温
老

右
小
判
金
三
千
五
百
両
慶
安
三
年
九
月
六
日
之
御
借
元
也
、
三

年
分
之
利
金
ハ
同
年
極
月
相
済
四
年
分
之
利
金
ハ
同
五
年
四
月

相
済
候
、
借
状
可
調
替
旨
光
温
断
二
付
五
年
正
月
元
日
付
二
右

之
通
十
月
朔
日
二
調
替
巡
之
、
御
腰
物
預
リ
手
形
大
石
斉
森
口

相
済
候
、
借
状
可
調
替
旨
光
温

之
通
十
月
朔
日
二
調
替
巡
之
、

六
右
衛
門
二
渡
御
土
蔵
へ
入
置

（
直
方
註
）

此
段
之
上
二
附
紙
二
枚
有
如
左

則
一
枚
ノ
ー
之
記
Ｏ
を
な
す
。

○
此
御
借
金
参
千
五
百
両
承
応
弐
年
正
月
６
同
十
一
月
迄
閏
月

共
二
十
二
ヶ
月
之
利
金
三
百
三
十
六
両
本
金
之
内
弐
千
両
板
津

兵
助
桑
島
藤
右
衛
門
安
達
弥
兵
衛
御
納
戸
之
金
子
を
以
御
返
弁
、

加
賀
藩
初
期
、
藩
主
財
政
に
つ
い
て

御
質
物
富
田
獅
御
刀
御
請
返
御
道
具
奉
行
池
田
権
之
丞
栗
田
与

左
衛
門
一
一
相
渡
、
古
借
状
を
も
取
返
判
形
や
ふ
り
申
候
、
残
而

本
金
千
五
百
両
承
応
二
年
十
二
月
朔
日
占
之
御
借
元
二
成
御
質

物
太
郎
作
正
宗
御
刀
染
国
後
御
脇
指
被
遮
光
温
方
へ
御
使
高

田
勘
右
衛
門
板
津
兵
助
栗
田
与
左
術
門
三
人
被
遊
之
候
、
巳
十

一
月
廿
一
日

○
元
金
三
千
五
百
両
利
金
辰
正
月
方
同
概
月
迄
十
二
ヶ
月
分
三

百
三
拾
六
両
加
藤
彦
左
衛
門
斉
藤
主
馬
預
り
御
納
戸
占
相
渡
ル
、

則
本
阿
弥
光
温
方
へ
村
兵
助
令
持
参
利
金
手
形
両
人
手
前
二
請

取
置
候
、
巳
正
月
方
同
極
月
迄
此
借
状
を
以
御
借
り
延
一
一
被
成
、

借
状
喪
書
文
・
薗

右
表
書
御
借
金
三
千
五
百
両
之
利
金
三
百
三
拾
六
両
辰
正
月
６

極
日
迄
十
二
ヶ
月
分
請
取
相
済
候
、
此
御
借
状
を
以
本
金
三
千

五
百
両
巳
ノ
正
月
５
御
借
延
被
成
為
此
質
物
表
峠
之
御
刀
一
腰

預
リ
領
申
所
也

承
応
元
年
十
二
月
八
日

本
阿
弥
光
温

本右
金千
千五借り

頚享馴
付者五金へ
而中百子一
壱納両之部
ケ言者事省
月犬略
二千、-"
七代
両為
宛用
ノ所小

九加借判
七利用金
足申也
来所
巳実
ノ正

極也
月、
切但



Ｏ
此
御
借
金
明
暦
元
年
分
利
足
於
江
戸
本
阿
弥
光
甫
へ
相
渡
、

本
金
千
五
百
両
明
暦
二
年
正
月
占
御
借
延
二
被
成
候
、
借
状
御

調
替
被
遣
候
付
岐
前
之
借
状
相
返
候
付
此
認
蒋
二
も
坐
引
申
候
、

新
借
状
此
帳
之
末
二
写
置
候
也

（
あ
と
附
紙
二
通
省
略
）

右
小
判
金
千
五
百
両
本
阿
弥
光
甫
口
入
を
以
光
温
口
入
五
千
両

之
内
利
足
月
七
二
御
か
り
替
被
成
付
て
元
金
千
五
百
両
辰
正
月

方
同
九
月
迄
利
金
百
八
両
御
納
戸
之
金
子
相
添
御
使
高
田
勘
右

衛
門
持
参
光
温
へ
相
渡
、
御
質
物
御
拝
領
卿
之
御
腰
物
光
甫
二

渡
、
光
甫
十
右
衛
門
連
判
之
預
リ
手
形
を
取
斉
宮
六
右
衛
門
二

渡
置
、
古
借
状
ハ
品
川
左
門
方
迄
書
状
添
小
松
へ
上
ル

加
聞
藩
初
期
、
藩
主
財
政
に
つ
い
て

元
利
共
二
急
度
返
弁
可
申
候
、
則
為
手
験
拝
領
卿
之
刀
預
ヶ
置

申
候
、
右
之
切
於
相
延
者
刀
被
留
置
候
共
其
方
之
侭
二
可
仕
候
、

侶
御
日
之
状
如
件

承
応
元
年
十
月
朔
日

今
枝
民
部

青
山
織
部

青
山
将
監

糸
屋
十
右
衛
門
殿

（
吹
方
註
）

此
段
之
上
二
附
紙
三
通
有

○
此
御
借
金
千
五
百
両
利
金
酉
ノ
正
月
５
同
十
二
月
迄
十
二
ヶ

月
分
百
弐
十
六
両
元
利
共
二
明
暦
三
酉
ノ
極
月
二
御
返
弁
、
借

状
取
返
判
形
破
也

一
、
両
替
屋
善
六
方
二
て
千
五
百
両
御
借
用
二
付
御
質
物
御
拝

領
卿
之
刀
十
右
衛
門
方
方
読
取
京
都
二
て
直
二
善
六
方
へ
彼

恥
哩

一
、
本
金
千
五
百
両
者
善
六
方
方
読
取
十
右
衛
門
方
御
返
弁
、

利
金
ハ
加
賀
様
御
納
戸
之
小
判
を
以
返
弁
之
由

九
八

Ｄ
ｌ
６
（
一
部
省
略
）

借
用
申
金
子
之
率

合
千
五
百
両
者
小
判
金
也

右
千
五
百
両
者
中
納
言
加
賀
守
為
用
所
借
用
申
所
実
正
也
、
但

本
金
千
両
二
付
壱
ヶ
月
七
両
宛
之
加
利
足
当
申
之
極
月
切
元
利

共
二
急
度
返
弁
可
申
候
、
則
為
手
験
拝
領
卿
之
刀
預
ヶ
満
申
候
、

右
之
切
於
相
延
者
刀
被
留
置
候
共
其
方
之
侭
二
可
仕
候
、
冊
後

日
之
状
如
件

明
暦
二
年
正
月
二
日

今
枝
民
部

〃
山
織
部

背
山
将
監

糸
屋
十
右
衛
門
殿

（
血
方
註
）

此
借
状
之
上
二
有
附
紙
三
枚



中
納
言
様
加
賀
守
様
為
御
用
糸
屋
十
右
衛
門
方
方
本
金
小
判
千

五
百
両
月
七
之
利
足
を
以
御
借
用
被
成
置
候
処
御
質
物
御
拝
領

卿
被
遣
候
者
月
五
六
ノ
利
足
を
以
両
替
屋
善
六
取
替
可
申
旨
当

正
月
宮
崎
弥
左
衛
門
殿
方
被
申
越
候
、
此
度
之
御
状
二
も
其
心

僻
打
之
二
付
即
立
御
耳
候
処
一
段
可
然
候
間
同
利
足
二
て
も

沸
六
〃
二
て
か
り
替
可
被
申
旨
御
意
二
候

一
、
群
六
方
へ
之
借
状
二
通
調
替
遣
候
間
何
と
そ
月
五
二
取
替

巾
様
《
一
可
行
脚
才
覚
候
、
自
然
五
二
て
調
不
申
候
ハ
、
六
二
て

加
髄
緋
初
期
、
滞
主
財
政
に
つ
い
て

○
（
附
紙
三
通
目
前
略
）

一
、
百
三
拾
六
両
弐
歩
ハ
小
判
金

右
御
父
子
様
為
御
用
糸
屋
十
右
衛
門
方
二
て
御
借
用
被
成
候
、

本
金
小
判
千
五
百
両
当
申
ノ
正
月
占
同
極
月
迄
閏
共
二
十
三
ヶ

月
分
為
利
足
被
遣
候
条
二
條
御
納
戸
之
金
子
を
以
十
右
衛
門
方

へ
可
被
相
渡
所
如
件

（
マ
、
）

明
暦
弐
年
極
月
十
七
日

今
枝
ｌ

成
田
ｌ
殿
青
山
ｌ

藤
懸
Ｉ
殿
青
山
ｌ

宮
崎
ｌ
殿

○
（
附
紙
二
通
目
省
略
）

Ｄ
Ｉ
７

備
用
申
金
子
之
事

合
千
五
百
両
者

右
千
五
百
両
者
中
納
言
加
賀
守
為
用
所
借
用
申
所
実
正
也
、
但

本
金
千
両
一
一
付
壱
ヶ
月
五
両
宛
之
加
利
足
当
戌
之
慨
月
切
元
利

共
急
度
返
弁
可
申
候
、
則
為
手
験
拝
領
卿
之
刀
預
ヶ
殻
申
候
、

右
之
切
於
相
延
者
刀
被
留
澄
候
共
其
方
之
侭
二
可
仕
候
、
仏
後

日
之
状
如
件

明
暦
四
年
正
月
二
日

今
枝
民
部

両
椿
崖
善
六
殿
青
山
将
監

右
御
腰
物
善
六
預
リ
手
形
一
通
三
浦
赤
瓦
目
置
二
相
渡
御
納
戸

二
入
置
也

手案二一通も
形文郎、ハ御
へ即手左御可借
後梱形衛拝被替
返御門領相尤
塔申取二卿返候
一候候見糸候、
てせ屋い
可能十つ
．被々右れ
指念衛二
趣を門て
峡入手も
、政前利
御舗二足
拝取有極
領善之次
郷六由第
十方二壱
右へ候通
衛設、ハ
門相本相
預渡阿渡
り如弥一

Ｆ
ｌ
２

相
渡
申
金
銀
之
事

九
九



右
御
替
せ
小
判
金
弐
千
八
拾
八
両
一
歩
金
壱
切
半
銀
壱
匁
五
分

と
請
取
置
追
而
払
方
可
被
遂
御
勘
定
所
也

今
枝
民
部

加
藤
数
馬
殿
有
沢
孫
作

斉
藤
主
馬
殿

加
押
・
稀
初
期
、
滞
主
財
政
に
つ
い
て

合
弐
千
八
拾
八
両
小
判
金

壱
切
者
壱
歩
金

外
二

壱
匁
五
分
ハ
半
銀

右
之
金
銀
従
中
納
言
様
京
都
高
田
弥
右
衛
門
方
へ
可
被
遺
処

加
州
方
為
替
せ
犬
千
代
様
之
金
銀
京
都
高
田
弥
右
衛
門
方
へ

可
被
遣
候
由
二
付
於
江
戸
相
渡
申
所
如
件

慶
安
元
年
五
月
廿
四
日

瀬
川
五
郎
兵
衛

今
枝
民
部
殿
三
浦
三
郎
左
衛
門

有
沢
孫
作
殿

加
藤
数
馬
段

斉
藤
主
馬
殿

一
、
八
拾
両
者
小
判
金

此
代
丁
銀
五
箇
弐
百
八
拾
八
匁
但
壱
両
二
付
六
槍
ハ
匁
壱
分
か
へ

Ｆ
Ｉ
３

相
渡
申
金
銀
之
事

右
小
判
金
八
拾
両
丁
銀
八
災
八
百
五
拾
弐
匁
、
〆
拾
四
貫
百
四

拾
目
分
と
し
て
御
納
戸
へ
被
訪
取
祇
、
払
方
各
追
耐
可
被
遂
御

勘
定
候
、
此
為
替
鍍
金
沢
於
会
所
壱
歩
之
歩
引
〆
朱
銀
拾
四
翼

目
、
ひ
し
り
長
栄
方
へ
可
被
相
渡
旨
今
枝
民
部
添
状
金
沢
会
所

へ
遣
候
間
、
金
銀
誌
取
手
形
長
栄
方
へ
可
被
相
渡
候
、
両
替
場

書
之
通
御
算
用
当
り
相
違
無
之
所
也
、

一
○
○

一
、
八
批
八
百
五
拾
弐
匁
丁
銀

二
口
合
拾
四
批
百
四
拾
目
丁
銀

右
金
銀
、
〆
丁
銀
拾
四
徴
百
四
拾
目
之
為
代
各
へ
相
渡
之
江
戸

御
納
戸
へ
上
ル
也
、
此
為
替
金
沢
於
会
所
壱
歩
之
歩
引
〆
朱
銀

拾
四
批
目
可
訪
取
御
約
束
申
上
所
如
件
。

塵
安
元
年
十
一
月
八
日
蝋
催
栄
弟
ｆ
頼
音

加
藤
数
馬
殿
・

斉
藤
主
馬
殿

F

堂’
4

取
次
今
枝

有
沢
孫
作

林
市
左
衛
門

松
岡
彦
之
丞

河
合
弥
助

今
枝
民
部
印
判



Ｆ
１
但

判
金
拾
枚
小
判
六
拾
両
慶
安
四
年
中
代
々
神
楽
井
代
神
楽
料
と

し
て
勢
州
春
木
太
夫
方
へ
遮
候
條
相
渡
肴
也

慶
安
五
年
正
月
廿
一
日
朱
駒
御
印
高
田
弥
右
衛
門

加
聞
藩
初
期
、
藩
主
財
政
に
つ
い
て

小
判
拾
両
銀
子
百
九
拾
枚
溝
口
長
十
郎
、
中
川
八
十
郎
、
奥
村

逸
角
、
中
村
逸
角
、
赤
尾
助
進
、
河
野
数
馬
、
伊
藤
辰
之
助
、

俄
山
灯
賜
助
、
冨
田
吉
蔵
、
村
上
小
七
郎
、
中
村
新
之
丞
、
小

堀
半
之
丞
、
青
木
権
十
郎
、
中
村
権
兵
衛
、
稲
垣
七
十
郎
、
右

拾
五
人
二
巡
之
候
条
相
渡
者
也

慶
安
四
年
十
二
月
廿
二
日
犬
千
代
撤
御
印

野
村
四
郎
左
衛
門

期
七
左
衛
門

一一

、、

Ｆ
１
６

小
判
壱
両
二
付
丁
銀
六
拾
六
匁
壱
分
売

同
壱
両
二
付
丁
銀
六
拾
六
匁
三
分
買

右
今
日
之
相
場
如
此
二
候

霜
月
八
日
両
紳
や
三
次

同
用
蔵

同
次
郎
兵
衛

御
会
所

Ｆ
１
叫
覚

一
、
判
金
七
拾
五
両
祐
乗
小
刀
柄
之
代

一
、
小
判
弐
両
駕
寵
壱
之
代

一
、
同
三
両
丸
ノ
紋
印
金

右
之
金
子
中
井
道
伴
二
遣
候
条
相
渡
者
也

竪
安
五
年
二
月
廿
六
日
駒
ノ
樹
Ｅ
Ｉ
ｎ
高
田
弥
右
衛
門

Ｆ
１
旧
覚

一
、
判
金
三
枚
為
明
江
瞥
物
代
熊
井
長
兵
衛

一
、
銀
子
壱
撚
拾
五
匁
御
言
之
短
冊
七
十
九
枚
之
代
同
人

右
之
金
銀
造
候
条
相
渡
者
也

慶
安
五
年
二
月
五
日
カ
ン
キ
御
印

Ｆ
１
Ⅳ

慶
安
四
年
三
月
十
九
日
同
五
年
三
月
十
五
日
迄
金
銀
鳥
目

入
払
之
党

一
、
五
拾
八
枚
者
判
金

一
、
六
千
弐
百
五
拾
五
両
者
小
判一○

一

高
田
弥
右
衛
門



Ｆ
１
旧

右
ノ
格
二
て
判
金
百
参
三
枚
、
小
判
壱
万
千
八
百
参
九
両
、
壱

歩
弐
千
百
九
十
八
切
、
丁
銀
五
百
廿
九
賞
弐
百
廿
八
匁
八
分
、

新
銭
弐
百
四
十
賞
八
十
文
之
御
印
物
満
宮
井
喜
兵
衛
熊
谷
四
郎

右
衛
門
一
一
被
下
ノ
ー
通
有
、
同
前
之
事
故
略
書
之

Ｆ
１
旧

土
師
与
右
衛
門
上
下
六
人
扶
持
江
戸
罷
立
翌
日
方
京
都
逗
留
中

大
津
着
米
之
内
を
以
相
渡
者
也

慶
安
五
年
六
月
十
三
日
御
印

比
良
左
内

堀
弥
右
衛
門

加
賀
藩
初
期
、
滞
主
財
政
に
つ
い
て

一
、
四
百
五
切
壱
歩
金
・

一
、
五
百
九
拾
弐
貫
九
百
九
拾
六
匁
壱
分
丁
銀

一
、
四
拾
七
貫
八
百
四
拾
四
文
新
銭

，
一
、
六
批
弐
百
六
拾
文
古
銭

一
、
五
拾
三
貫
五
百
文
悪
銭

右
入
払
相
済
者
也

慶
安
五
年
三
月
廿
二
日

野
村
四
郎
左
衛
門

嶋
七
左
衛
門

右
ノ
格
と
は
唖
安
四
年
五
月
晦
日
の
Ｃ
ｌ
５
を
指
し
、
こ
れ
も
同
年
月

三
、
解
説

Ｉ
藩
の
財
務
機
櫛

全
体
の
解
説
を
加
え
る
に
当
っ
て
、
理
解
を
早
め
る
た
め
に

も
、
ま
ず
文
辞
に
関
連
す
る
限
り
で
、
当
時
に
お
け
る
藩
の
財

務
機
櫛
に
つ
い
て
、
江
戸
、
京
都
・
大
津
、
金
沢
の
順
で
述
べ

て
お
き
た
い
。

②

ま
ず
江
戸
の
犠
椛
と
し
て
は
、
ａ
今
枝
民
部
（
直
恒
と
近
義
）

等
の
江
戸
留
守
居
ク
ラ
ス
の
重
職
、
ｂ
会
恥
ｃ
江
戸
納
戸
の

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
表
１
に
は
文
諜
中
に
現
わ
れ
る
、
ａ
．

ｂ
・
ｃ
の
奉
行
名
を
記
し
、
「
寛
永
四
年
侍
帳
」
「
寛
永
一
九

９

年
小
松
侍
帳
」
「
寛
文
元
年
侍
帳
」
よ
り
、
各
々
の
身
分
と

知
行
高
を
記
入
、
更
に
文
弁
中
よ
り
わ
か
る
在
任
期
及
び
在
任

期
間
を
記
し
た
。
「
寛
永
一
九
年
小
松
侍
帳
」
に
記
絃
あ
る
奉

行
は
、
利
常
家
中
と
判
断
さ
れ
る
。

表
よ
り
、
ａ
に
は
人
持
身
分
の
上
級
家
臣
、
ｂ
は
人
持
・
馬

廻
身
分
で
知
行
高
五
○
○
石
前
後
の
中
堅
家
臣
が
当
て
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
ま
た
Ｃ
は
小
性
身
分
等
の
低
禄
の
下
級

家
臣
で
、
侍
帳
に
現
わ
れ
な
い
者
も
含
ま
れ
、
臨
時
雇
用
的
な

傾
向
さ
え
み
え
る
。

ａ
の
今
枝
民
部
は
、
綱
紀
側
近
と
し
て
終
始
江
戸
に
在
勤
し

日
の
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

一

○
二



江戸・上方・金沢奉行人表表1

加
茂
藩
初
期
、
藩
主
財
政
に
つ
い
イ

印
町
山

ｑ
川
田

J

圃

11

m
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刃
刃
刃
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加
賀
論
初
期
、
滞
主
財
政
に
つ
い
て

・
た
重
職
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
文
書
で
も
、

時
期
を
通
じ
て
現
わ
れ
て
い
る
。
ｂ
の
会
所
奉
行
は
、
慶
安
期

に
は
今
枝
と
連
署
し
て
納
戸
奉
行
に
指
令
を
行
っ
て
い
る
が
、

承
応
期
に
は
今
枝
、
青
山
等
か
ら
直
接
納
戸
奉
行
に
指
令
す
る

手
続
き
が
と
ら
れ
て
い
る
。
ｃ
の
納
戸
奉
行
は
二
人
が
一
組
と

な
り
一
年
交
替
で
役
務
を
勤
め
、
ａ
．
ｂ
の
指
令
に
よ
り
直
接

金
銀
の
出
納
に
当
っ
た
。

な
お
、
江
戸
納
戸
奉
行
に
関
連
し
て
い
え
ば
、
野
村
四
郎
左

衛
門
、
嶋
七
左
衛
門
、
宮
井
喜
兵
衛
、
熊
谷
四
郎
右
衛
門
（
表

１
１
そ
の
他
参
照
）
の
請
取
切
手
、
算
用
状
は
今
の
と
こ
ろ
そ

の
他
（
Ｆ
）
で
分
類
を
行
っ
た
。
そ
れ
は
彼
等
が
領
内
か
又
は

江
戸
に
在
任
し
た
の
か
、
そ
の
点
が
不
詳
な
た
め
で
あ
る
が
、

そ
の
請
取
切
手
、
算
用
状
に
加
賀
藩
領
国
貨
幣
の
朱
封
銀
が
含

ま
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
彼
等
は
江
戸
に
在
任
し
て
金
銀

の
支
出
に
当
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
野
村
・
鴫
の
両
人
は
家

中
給
金
の
支
出
に
挽
わ
り
、
佐
分
・
野
々
村
の
江
戸
納
戸
奉
行

と
同
時
期
に
在
任
し
て
い
る
の
で
、
前
の
推
則
が
正
し
い
と
す

る
と
、
江
戸
で
の
支
出
は
少
く
と
も
二
つ
に
分
け
て
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
こ
れ
は
、
野
村
等
の
位
置
付
け
が

不
明
確
な
の
で
断
定
し
え
な
い
点
で
あ
る
。

江
戸
で
の
支
出
は
、
主
に
利
常
の
窓
向
を
受
け
て
行
わ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
が
、
今
枝
等
の
判
断
で
支
出
が
行
わ
れ
た
場
合

も
あ
っ
た
よ
う
だ
（
後
述
）
。

一
○
四

次
に
京
都
の
機
椛
に
つ
い
て
は
、
京
都
二
条
の
奉
行
所
の
み

が
知
ら
れ
る
。
文
普
中
に
み
え
る
京
都
の
奉
行
人
に
つ
い
て
は
、

表
１
で
そ
の
身
分
等
を
示
し
た
。
彼
等
は
馬
廻
や
小
性
身
分
で

知
行
向
は
五
○
○
石
前
後
で
あ
り
、
中
堅
家
臣
と
判
断
さ
れ
る
．

文
普
中
か
ら
は
、
京
都
に
彼
等
よ
り
上
位
の
機
柵
の
存
在
は
知

り
え
ず
、
ま
た
率
災
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。
そ
の
理
由
は
、
「
京
都
御
納
戸
之
金
子
ハ
御
印
不
被
遮

候
て
ハ
渡
申
事
不
罷
成
候
」
（
Ｄ
Ｉ
４
付
簔
部
分
）
と
い
う
事

情
が
あ
り
、
江
戸
は
重
臣
の
判
断
で
支
出
が
可
能
で
あ
っ
た
の

に
対
し
、
京
都
で
は
そ
れ
が
で
き
な
い
と
い
う
事
傭
が
わ
か
る

た
め
で
あ
る
。
京
都
奉
行
所
で
は
、
利
常
等
の
命
令
で
貨
幣
の

出
納
を
管
理
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
大
津
に
は
は
っ
き
り
し
た
藩
の
機
椎
が
あ
っ
た
と
は

み
え
な
い
。
大
津
の
役
人
と
し
て
比
良
・
堀
等
が
み
え
る
が
、

表
１
に
示
し
た
如
く
低
禄
の
下
級
家
臣
で
あ
る
。
大
津
で
の
利

常
分
年
貢
米
処
理
を
め
ぐ
る
正
保
二
年
の
法
念
に
よ
れ
ば
、

比
良
と
堀
は
大
津
で
の
廻
米
・
売
米
に
お
け
る
横
目
で
あ
っ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
同
法
令
か
ら
は
、
大
津
の
役
人
が
京

都
奉
行
の
監
督
下
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
大
津
で
は
上
・

中
級
家
臣
が
配
属
さ
れ
る
特
定
の
機
椛
は
な
か
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
法
令
の
一
部
を
Ⅱ
金
銀
の
流
れ
に
紹
介
し

た
の
で
、
そ
れ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

次
に
金
沢
の
機
構
に
つ
い
て
述
べ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は



江
戸
送
金
に
関
係
し
た
機
構
の
み
が
判
明
す
る
。
送
金
に
関
係

し
た
の
は
、
ｂ
会
所
と
ｃ
金
沢
納
戸
で
あ
り
、
表
１
に
各
々
奉

行
人
の
身
分
等
を
示
し
た
。
ｂ
は
、
慶
安
期
で
は
馬
廻
等
で
五

○
○
石
前
後
の
中
堅
家
臣
が
当
て
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
承
応

期
に
入
る
と
馬
廻
・
人
持
身
分
の
上
級
家
臣
に
変
っ
た
よ
う
に

み
え
る
。
Ｃ
の
納
戸
奉
行
は
、
小
性
・
馬
廻
身
分
で
ｂ
よ
り
低

い
者
が
当
て
ら
れ
て
い
る
が
、
稲
垣
が
樫
田
に
交
替
し
た
以
外

は
、
慶
安
期
か
ら
明
暦
期
迄
一
賀
し
て
役
務
に
在
留
し
て
お
り
、

役
職
の
安
定
性
に
関
し
て
は
江
戸
納
戸
奉
行
と
性
格
が
全
く
異

る
と
い
え
よ
う
。

な
お
、
金
沢
に
お
け
る
藩
庫
か
ら
の
支
出
機
構
に
関
し
て
は
、

納
戸
奉
行
は
そ
の
一
部
に
す
ぎ
ず
、
算
用
場
を
中
心
と
し
て
そ

の
他
の
支
出
機
構
が
存
在
し
た
が
、
本
文
盤
中
（
Ｅ
）
か
ら
も

そ
の
一
部
が
知
ら
れ
る
。

以
上
、
江
戸
、
京
都
稗
大
津
、
金
沢
の
財
務
機
構
に
つ
い
て

ふ
れ
た
が
、
特
に
加
賀
藩
の
江
戸
、
京
都
・
大
津
の
組
織
に
つ

い
て
は
今
迄
の
研
究
は
進
ん
で
お
ら
ず
、
こ
こ
で
解
説
し
た
機

構
が
全
体
の
中
で
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
は
、
明
ら
か
に
し

、
え
か
．
い
・

Ⅱ
藩
庫
に
お
け
る
金
銀
の
流
れ

加
賀
藩
に
お
け
る
金
銀
の
流
通
に
つ
い
て
は
、
領
内
で
は
金

銀
収
入
、
上
方
で
は
年
貢
米
換
金
に
よ
る
収
入
が
あ
る
が
、
江

．
加
賀
滞
初
期
、
藩
主
財
政
に
つ
い
て

戸
で
は
支
出
の
み
で
収
入
基
盤
が
な
い
た
め
、
金
銀
の
流
れ
の

主
流
は
、
当
然
江
戸
へ
向
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
本
瀧
で
の

紹
介
文
書
で
も
そ
の
点
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
領
内

か
ら
江
戸
、
京
都
か
ら
江
戸
へ
の
送
金
に
つ
い
て
解
説
し
た
後
、

江
戸
に
お
け
る
支
出
に
つ
い
て
述
べ
て
ゆ
く
が
、
そ
の
際
、
文

書
形
式
に
つ
い
て
も
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

領
内
よ
り
江
戸
へ
の
送
金
に
つ
い
て
、
ま
ず
送
金
が
行
わ
れ

た
際
の
文
書
形
式
で
あ
る
が
、
紹
介
史
料
で
は
利
常
又
は
犬
千

代
か
ら
金
沢
納
戸
奉
行
宛
の
請
取
沖
が
多
数
を
占
め
て
い
る
。

噂

利
常
が
在
国
し
江
戸
に
不
在
の
時
は
、
今
枝
他
会
所
奉
行
が

請
取
書
を
出
す
こ
と
も
あ
っ
た
（
Ａ
ｌ
３
、
Ａ
Ｉ
、
他
）
。
誌
取

響
は
金
沢
納
戸
奉
行
へ
直
接
出
さ
れ
る
例
が
多
い
が
、
金
沢
会

所
奉
行
宛
の
例
も
み
え
る
。

次
に
請
取
沖
に
関
す
る
利
常
と
犬
千
代
の
印
の
関
係
で
あ
る

が
、
同
一
文
非
に
両
者
の
印
が
捺
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
（
Ａ
ｌ

２
）
、
犬
千
代
御
印
文
辞
の
発
行
は
、
利
常
の
参
勤
中
の
も
の
し

か
そ
の
例
が
み
え
ず
、
利
常
不
在
時
に
犬
千
代
が
術
取
を
発
給

す
る
と
い
う
関
係
で
は
な
い
。
な
お
、
犬
千
代
は
寛
文
元
年
領

国
へ
初
入
部
す
る
迄
、
一
髄
し
て
江
戸
に
在
瀞
し
て
い
た
。

は
じ
め
に
で
御
印
に
つ
い
て
ふ
れ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
は

未
詳
部
分
が
多
い
の
で
、
言
及
は
避
け
て
お
き
た
い
。

領
内
か
ら
江
戸
へ
は
、
利
常
（
又
は
犬
千
代
）
の
意
向
を
金

沢
会
所
奉
行
も
し
く
は
直
接
納
戸
奉
行
が
受
け
て
、
送
金
が
行

一
○
五



表2 領内より江戸送金表

加
貧
擶
初
期
、
藩
主
財
政
に
つ
い
て

(註）銀換i):に当っては、F－3史料中の小判1両＝銀66.1匁の換i):に従い、また

金1枚は8両として計算した。

一
○
六

わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
蹴
山
よ
り
の
送
金

が
一
例
知
ら
れ
る
（
Ａ
ｌ
巧
）
。

表
２
に
、
こ
れ
ら
送
金
の
状
況
を
示
し
た
。
慶

安
年
間
で
は
金
に
よ
る
送
付
が
多
く
、
ま
た
金
額

は
様
々
で
あ
る
。
承
応
期
で
は
朱
封
銀
（
領
国
貨

幣
）
に
よ
る
送
付
で
、
一
回
の
送
付
猟
が
三
○
○

批
匁
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
加
賀
滞
械
内
で
は

銀
座
を
中
心
に
朱
封
銀
と
金
の
交
換
が
行
わ
れ
て

お
鵬
、
江
戸
送
付
に
当
っ
て
領
内
で
換
金
さ
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
現
金
の
巡
送
が
馬
に

よ
り
行
わ
れ
た
様
子
が
Ａ
Ｉ
ｕ
等
よ
り
わ
か
る
。

次
に
京
都
か
ら
江
戸
へ
の
送
金
に
つ
い
て
述
べ

る
が
、
紹
介
文
書
中
で
そ
れ
に
該
当
す
る
の
は
Ｂ

１
１
．
３
の
二
通
で
あ
り
、
諭
取
は
利
常
・
犬
千

代
よ
り
京
都
奉
行
に
宛
て
て
出
さ
れ
て
い
る
。

江
戸
送
金
の
も
と
と
な
る
財
源
は
、
大
津
又
は

大
坂
に
廻
送
さ
れ
た
年
貢
米
の
換
金
部
分
で
あ
る

が
、
現
在
迄
の
研
究
で
は
、
初
期
の
大
坂
に
お
け

る
年
貢
米
換
金
に
つ
い
て
の
事
情
は
わ
か
っ
て
い

な
い
。
一
方
、
大
津
で
換
金
さ
れ
た
年
黄
米
代
金

が
ど
の
よ
う
に
管
理
さ
れ
た
か
を
知
る
た
め
、
別

８

の
史
料
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
条
文
の
一
部
を
略

し
た
の
で
、
各
条
文
の
順
序
を
上
の
稀
号
で
示
し

年月日
史料目

録瀞号
大判 小判 丁銀 朱封銀 その他

銀換i):合計額
(慨｡:）

３
１
８
加
妬
配
妬
４
溺
加
４
羽
型

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
－

２
池
８
，
哩
吃
２
３
５
７
ｕ
８
７

一
元
・

融
硫
即
彫
》

２

安

同

脛 １
３
４
６
８
９
ｍ
、
昭
皿
晦
Ⅳ
四

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

枚

60

47

50

職I

1000

1000

3000

6650

l'i匁

12．0

W1匁

’00.0

300.0

300.0

300.0

300.0

300.0

一歩金200切

今極判金50枚

金子30枚
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て
お
い
た
。定

（
１
）
一
、
御
登
米
請
取
刻
、
御
横
目
比
良
左
内
・
堀
弥
右
衛
門

も
罷
出
、
吟
味
可
仕
事
。

（
５
）
一
、
御
米
払
銀
取
立
候
刻
も
、
成
田
弥
五
兵
衛
方
へ
渡
候

刻
も
、
左
内
・
弥
右
衛
門
と
帳
に
印
判
押
、
弥
五
兵
衛
方
へ

可
相
渡
事
。

（
６
）
一
、
払
銀
取
立
次
第
、
早
速
弥
五
兵
衛
方
江
可
相
渡
、
五

貫
目
に
而
も
十
貫
目
に
而
も
、
貫
之
外
は
し
た
渡
申
間
敷
候
。

は
し
た
銀
は
、
左
内
・
弥
右
衛
門
相
封
付
、
追
而
た
し
可
相

渡
事
。

（
７
）
一
、
御
米
払
候
月
々
の
帳
、
左
内
・
弥
右
衛
門
印
を
押
、

毎
日
ノ
ー
に
成
田
弥
五
兵
衛
方
江
渡
可
申
事
。

（
８
）
一
、
淡
路
守
様
御
登
米
は
、
此
趣
に
裁
許
可
仕
候
。
代
銀

も
同
前
之
事
。

（
ｕ
）
一
、
大
津
御
屋
敷
修
理
之
事
、
大
分
之
義
に
候
は
ぎ
言
上

可
仕
候
。
少
分
之
義
は
、
弥
五
兵
衛
令
相
談
修
理
可
仕
事
。

（
皿
）
一
、
町
役
被
下
小
払
之
事
、
左
内
・
弥
右
衛
門
申
談
令
吟

味
、
成
田
弥
五
兵
衛
方
よ
り
算
用
可
仕
事
。

（
皿
）
一
、
言
上
可
仕
事
於
有
之
は
、
早
船
之
も
の
之
内
、
路
銀

械
遣
可
指
越
。
但
急
之
事
に
無
之
候
は
ぜ
、
弥
五
兵
衛
方
よ

り
之
便
宜
に
可
申
越
事
。

（
応
）
一
、
自
然
急
用
之
事
に
而
、
成
田
弥
五
兵
衛
申
談
候
間
茂

加
謝
緋
初
期
、
藩
主
財
政
に
つ
い
て

無
之
候
は
ｆ
、
左
内
・
弥
右
術
門
令
相
談
、
い
か
ほ
ど
成
共
、

早
速
銀
子
相
渡
し
、
其
以
後
弥
五
兵
衛
方
へ
可
申
断
堺
．
。
，

（
超
）
一
、
左
内
・
弥
右
衛
門
毎
月
米
改
見
可
申
候
。
廻
し
に
耐

も
見
可
申
蛎
。

（
〃
）
一
、
万
事
左
内
・
弥
右
衛
門
令
申
談
、
左
様
に
崇
之
に
お

ゐ
て
は
越
度
た
る
べ
き
躯
。

右
之
趣
依
仰
如
件
。

正
保
二
年
二
月
十
五
日

前
田
内
蔬
允
判

岡
部
馬
左
衛
門
段

二
宮
八
郎
左
衛
門
殿

前
田
内
蔵
允
は
利
常
家
中
の
亜
臣
で
、
岡
部
・
二
宮
も
共
に

９

利
常
家
中
で
あ
り
、
こ
の
法
令
は
利
常
及
び
富
山
藩
主
利
次

（
淡
路
守
）
の
年
貢
米
処
理
方
法
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
あ

る
が
、
加
賀
藩
の
年
貢
米
換
金
に
つ
い
て
も
十
分
参
考
と
な
ろ

う
。
こ
の
史
料
よ
り
、
大
津
で
換
金
さ
れ
た
年
貢
米
代
金
は
京

都
二
条
の
奉
行
所
へ
運
ば
れ
、
支
出
は
京
都
奉
行
が
管
理
し
て
、

大
津
の
役
人
は
京
都
の
出
先
機
関
と
し
て
磯
能
し
て
い
た
様
子

が
み
え
よ
う
。
な
お
こ
こ
に
現
わ
れ
る
成
田
弥
五
兵
衛
は
利
常

家
中
で
あ
る
が
、
紹
介
文
井
中
で
は
藩
の
京
都
奉
行
の
一
人
で

も
あ
る
（
表
１
参
照
）
。

年
武
米
代
金
の
収
め
ら
れ
た
京
都
二
条
奉
行
所
か
ら
の
江
戸

⑬

へ
の
送
金
並
は
銀
換
算
で
、
麗
安
四
年
二
月
の
約
四
○
○

貫
匁
（
Ｂ
ｌ
ｌ
）
と
、
承
応
二
年
九
月
の
約
七
八
○
貫
匁
（
Ｂ

一
○
七



Ⅶ
醐
辨
初
期
、
溌
主
財
政
に
つ
い
て

１
３
）
で
あ
っ
た
。
な
お
、
大
津
で
家
臣
扶
持
米
が
支
出
さ
れ

た
例
が
み
え
る
（
Ｆ
１
昭
）
。

以
上
、
滞
庫
に
お
け
る
金
銀
の
流
れ
を
簡
単
に
図
示
す
る
と

次
の
様
に
な
る
。

一
戸

↑
銀

江

‐
Ｉ
峪
檸
鋤
、
Ｉ
脳
今
鍛

内閲・
剛
〃
″
判
”
催
″
〃
妨一

こ
の
時
期
に
領
内
か
ら
江
戸
へ
金
銀
輪
送
が
行
わ
れ
る
こ
と
は

３

後
年
と
の
違
い
で
あ
り
、
注
目
さ
れ
て
よ
か
ろ
う
。

さ
て
次
に
江
戸
支
出
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
江
戸
納
戸
奉
行

よ
り
支
出
さ
れ
る
一
年
の
総
計
額
は
、
慶
安
三
年
三
月
か
ら
翌

三
月
（
Ｃ
Ｉ
５
）
と
、
同
四
年
三
月
か
ら
翌
三
月
の
分
（
Ｃ
‐
１

Ｆ

６
）
が
わ
か
り
、
銀
換
算
で
概
数
を
出
す
と
そ
れ
ぞ
れ
一
九

九
八
貫
匁
と
一
二
七
八
貫
匁
と
な
る
。
Ｉ
藩
の
財
務
機
椛
で
述

べ
た
よ
う
に
、
野
村
・
鴫
の
両
奉
行
は
江
戸
で
家
中
渡
金
に
従

事
し
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
、
も
し
そ
う
な
ら
ば
艇
安

四
年
よ
り
一
年
間
の
支
出
総
額
は
両
者
（
Ｃ
ｌ
６
と
Ｆ
Ｉ
ｒ
）

を
合
せ
て
約
三
二
七
一
批
匁
と
な
る
。
ま
た
慶
安
三
年
か
ら
の

一
年
間
の
総
額
に
は
、
宮
井
・
熊
谷
両
奉
行
の
分
（
Ｆ
１
喝
）

が
加
わ
る
可
能
性
も
あ
る
。

こ
の
支
出
総
額
の
大
き
さ
を
み
る
た
め
に
参
考
に
述
べ
れ
ば
、

Ⅲ
利
常
と
藩
主
の
財
務
機
椛
の
関
巡

こ
こ
で
は
、
利
常
と
藩
主
（
犬
千
代
）
の
財
務
機
椛
の
関
係

に
つ
い
て
、
従
来
は
ふ
れ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
点
で
あ
る
の
で
、

紹
介
文
書
か
ら
わ
か
る
限
り
、
江
戸
に
お
け
る
も
の
と
、
京
都

に
お
け
る
も
の
と
に
分
け
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

ま
ず
江
戸
に
お
い
て
は
、
領
内
か
ら
江
戸
納
戸
へ
の
送
金
に

当
っ
て
、
利
常
と
犬
千
代
の
財
源
上
の
区
分
が
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
は
な
い
。
富
山
藩
主
利
次
の
借
金
返
済
に
当
っ
て
「
犬
千

代
様
納
戸
奉
行
」
と
い
う
言
莱
が
み
え
る
が
（
Ｄ
Ｉ
１
）
、
こ
れ

は
利
常
と
犬
千
代
と
の
区
別
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
擶

主
借
金
に
関
し
て
は
、
借
用
文
言
に
「
中
納
言
犬
千
代
為
用
所
」

（
Ｄ
ｌ
３
他
）
と
記
さ
れ
、
両
者
は
同
一
に
扱
わ
れ
て
い
る
。

一
○
八

元
和
三
年
の
江
戸
に
お
け
る
秋
田
藩
の
支
出
総
額
は
、
本
稿
同

様
の
銀
換
算
で
約
七
七
二
髄
匁
と
な
り
、
ま
た
同
藩
の
寛
永
六

年
一
一
月
よ
り
翌
九
月
迄
の
江
戸
算
用
は
約
一
○
三
八
枇
匁
で

８

あ
っ
た
。
ま
た
加
茂
藩
の
後
年
延
享
四
年
二
七
四
七
）
の

「
江
戸
入
用
大
概
図
り
雨
に
よ
れ
ば
、
一
年
間
約
六
○
○
○

貫
匁
の
入
用
で
、
こ
の
う
ち
領
主
私
涜
用
と
み
ら
れ
る
分
が
九

二
五
賛
匁
、
役
所
鷲
用
・
家
中
扶
持
銀
等
が
四
三
五
○
批
匁
程
で

坐
《
》
つ
（
ぜ
。
な
お
紹
介
史
料
か
ら
、
江
戸
で
の
支
出
磯
商
は
次
の
納
戸
奉

行
に
引
継
が
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
Ｃ
ｌ
ｌ
他
）
。



一
方
、
借
金
の
元
利
返
済
に
当
っ
て
「
京
都
犬
千
代
納
戸
」
よ

り
返
却
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
例
も
あ
る
が
（
Ｄ
ｌ
６
）
、
こ
れ

は
藩
と
し
て
の
借
用
を
藩
主
の
財
源
よ
り
支
払
う
と
い
う
こ
と

に
す
ぎ
な
い
。
紹
介
史
料
中
よ
り
は
少
く
も
、
江
戸
納
戸
に
お

い
て
、
藩
主
後
見
役
の
利
常
と
犬
千
代
の
区
分
が
行
わ
れ
て
い

た
点
は
見
出
せ
ず
、
器
の
財
務
機
柵
と
し
て
一
本
化
さ
れ
て
い

た
と
い
え
よ
う
。

こ
れ
に
関
連
し
て
述
べ
れ
ば
、
避
安
三
年
三
月
江
戸
城
西
丸

が
造
築
さ
れ
、
諸
大
名
よ
り
資
財
の
献
納
が
行
わ
れ
た
．
こ
の

際
加
賀
藩
よ
り
は
利
常
か
ら
鉄
三
○
○
貫
匁
が
献
ぜ
ら
れ
た
の

§

み
で
、
犬
千
代
か
ら
の
献
納
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
利
常
が

藩
主
を
代
位
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
、
こ
の
点
か
ら
も

加
賀
蒲
と
し
て
の
江
戸
支
出
に
は
、
両
者
の
区
分
は
な
か
っ
た

よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
．

次
に
京
都
・
大
津
に
お
け
る
場
合
を
述
べ
て
お
こ
う
。
Ⅱ
藩

庫
に
お
け
る
金
銀
の
流
れ
で
紹
介
し
た
正
保
二
年
の
大
津
払Ｆ

米
法
令
は
、
指
摘
し
た
よ
う
に
利
常
分
年
貢
米
の
払
方
法
令

で
あ
り
、
換
金
分
は
犬
千
代
分
と
は
区
分
さ
れ
て
京
都
二
条
へ

収
納
さ
れ
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
Ｆ
ｌ
２
で
は
、
利
常
よ
り
京

都
高
田
弥
右
衛
門
（
利
常
家
中
、
表
１
参
照
）
へ
遣
さ
れ
る
金

銀
が
、
犬
千
代
の
金
銀
で
立
替
え
ら
れ
た
た
め
、
そ
の
分
を
江

戸
の
藩
庫
へ
返
却
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
か
ら
も
、

京
部
で
は
利
常
と
犬
千
代
両
者
の
財
務
区
分
が
行
わ
れ
て
い
た

加
賀
鮮
初
期
、
藩
主
財
政
に
つ
い
て

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
高
田
弥
右
衛
門
は
、
承
応
元
年
に
利

常
の
上
方
支
出
に
挑
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
Ｆ
１
吃
Ｉ

皿
）
。
こ
の
よ
う
に
、
京
都
・
大
津
で
は
利
常
と
犬
千
代
の
財
務

機
構
が
区
分
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
大
津
で
の
利
常
分
払

米
に
当
っ
て
職
目
と
な
っ
た
比
良
・
刺
は
瀞
の
家
中
で
あ
る
し
、

ま
た
、
京
都
か
ら
江
戸
へ
の
送
金
文
出
に
は
瀞
家
中
と
利
愉
家

中
で
あ
る
高
田
・
成
田
弥
五
兵
衛
が
連
淵
し
て
お
り
、
京
都
・

大
津
で
、
両
者
の
機
椛
は
協
同
関
係
に
あ
っ
た
。

な
お
、
利
常
隠
居
領
よ
り
の
ぼ
る
財
源
が
、
全
く
利
常
の
私

的
な
も
の
と
な
っ
た
か
、
ま
た
は
対
外
的
に
加
賀
藩
を
代
表
す

る
公
用
的
な
費
用
に
投
ぜ
ら
れ
た
か
の
点
に
つ
い
て
は
、
紹
介

史
料
か
ら
は
不
詳
で
あ
る
。

Ⅳ
藩
主
借
金

加
謝
滞
の
初
期
の
借
金
に
つ
い
て
は
従
来
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、

ま
た
加
賀
藩
以
外
で
も
初
期
の
領
主
借
金
の
紹
介
は
そ
れ
程

多
く
な
眠
の
で
、
史
料
紹
介
に
ス
ペ
ー
ス
を
さ
い
た
。

こ
れ
ら
借
金
の
具
体
的
状
況
は
、
二
、
史
料
紹
介
よ
り
判
明

す
る
が
、
記
述
に
多
少
入
組
み
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
簡
単
に

そ
の
状
況
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

ま
ず
慶
安
二
年
、
富
山
藩
主
利
次
の
借
金
は
小
判
二
五
○
○

両
で
、
二
ヶ
月
後
に
は
元
利
共
返
却
さ
れ
て
い
る
（
Ｄ
ｌ
ｌ
）
。

慶
安
三
年
九
月
に
は
、
本
阿
弥
光
温
の
口
入
に
よ
り
加
賀
藩
で

一
○
九



加
側
綿
初
期
、
協
主
財
政
に
つ
い
・
て

小
判
五
○
○
○
○
両
が
借
入
れ
ら
れ
た
（
Ｄ
ｌ
２
）
。
こ
の
借
金

は
承
応
元
年
九
月
迄
継
続
し
た
が
、
同
一
○
月
か
ら
は
五
○
○

○
両
の
う
ち
三
五
○
○
両
は
引
続
い
て
光
脇
よ
り
借
入
れ
、
一

五
○
○
両
は
本
阿
弥
光
甫
の
口
入
で
糸
屋
十
右
衛
門
に
借
替
え

と
な
っ
た
。
三
五
○
○
両
分
は
承
応
二
年
、
元
金
の
、
う
ち
二
○

○
○
両
を
返
弁
し
、
明
暦
二
年
一
月
に
は
全
て
の
返
済
を
終
え

て
い
る
（
Ｄ
１
３
．
５
）
。

一
方
、
一
五
○
○
両
を
光
柵
よ
り
借
替
え
た
糸
屋
十
右
衛
門

は
、
敦
賀
溌
商
打
宮
家
の
分
家
で
こ
の
時
京
都
に
在
住
し
て
い

園
‐た
。
一
五
○
○
両
は
明
暦
三
年
末
に
元
金
が
返
済
さ
れ
た
が
、

そ
の
間
の
利
息
は
京
都
二
条
で
支
払
わ
れ
る
場
合
と
、
江
戸
納

戸
か
ら
糸
屋
の
代
理
人
に
渡
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
、
ま
た
、
糸

屋
と
の
連
絡
は
京
都
二
条
の
奉
行
人
が
行
っ
た
。
糸
屋
へ
の
明

暦
三
年
末
の
返
却
は
、
京
都
の
両
替
屋
善
六
か
ら
の
借
替
え
に

よ
る
も
の
で
、
こ
の
両
替
屋
か
ら
の
借
金
返
済
が
い
つ
行
わ
れ

た
か
は
不
詳
で
あ
る
（
Ｄ
１
４
．
６
、
７
）
。

こ
れ
ら
借
金
の
借
用
証
文
で
の
文
言
は
殆
ん
ど
一
年
で
返
済

す
る
旨
の
契
約
で
あ
る
が
、
慶
安
二
年
の
例
を
除
い
て
数
年
間

は
借
延
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
利
息
は
ほ
ぼ
年
度
毎
に
支
払

わ
れ
て
お
り
、
ま
た
貸
主
の
要
求
に
よ
っ
て
借
用
証
文
の
番
替

え
が
行
わ
れ
た
。

更
に
こ
れ
ら
一
連
の
借
金
に
つ
い
て
気
づ
く
点
は
、
借
金
利

息
の
低
下
傾
向
で
あ
る
。
ま
ず
慶
安
二
年
の
借
金
で
は
月
に
○

一
一
○

・
九
％
の
利
息
、
本
阿
弥
光
温
口
入
分
で
は
月
○
・
八
％
、
・
承

応
元
年
糸
屋
十
右
衛
門
に
一
五
○
○
両
を
俗
替
え
た
際
は
月
○

・
七
％
、
明
暦
四
年
こ
れ
を
両
替
腿
善
六
に
借
替
え
た
際
は
月

○
・
五
％
の
利
息
で
あ
っ
た
。
糸
屋
か
ら
両
替
屋
へ
借
替
え
た

際
の
辨
梢
と
し
て
、
両
替
屋
よ
り
月
○
・
五
％
か
○
・
六
％
の

利
息
に
す
る
と
い
う
申
し
出
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
お
り
、
借

金
の
借
替
に
は
利
率
の
低
き
が
勤
俵
と
な
っ
た
こ
と
は
十
分
推

測
さ
れ
る
。
一
方
、
両
替
屋
か
ら
の
借
替
に
当
っ
て
は
、
糸
屋

と
同
利
率
で
も
両
替
腿
に
借
替
え
よ
と
い
う
滞
主
の
意
図
が
知

ら
れ
、
加
賀
藩
と
両
替
屋
の
特
別
な
関
係
が
背
後
に
あ
っ
た
よ

う
に
考
え
ら
れ
る
（
Ｄ
ｌ
６
）
。

な
お
、
借
金
証
文
は
、
大
名
借
に
つ
い
て
従
来
知
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
、
こ
こ
で
も
諦
主
が
証
文
を
出
さ
ず
、
今
枝
等
の
江

戸
重
臣
の
署
名
で
証
文
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。

Ｖ
聖
長
栄
の
調
達
金
一
件

領
内
商
人
長
栄
が
江
戸
の
滞
庫
で
一
時
的
に
金
銀
立
替
え
を

行
っ
た
こ
と
が
Ｆ
ｌ
３
Ｉ
５
で
知
ら
れ
る
。
領
内
商
人
と
祷
主

財
政
と
の
関
係
を
示
す
の
は
、
紹
介
文
沸
中
こ
れ
の
み
で
あ
る

が
、
興
味
あ
る
点
を
含
む
の
で
、
こ
こ
に
改
め
て
ふ
れ
て
お
き

た
い
。二
、
で
史
料
紹
介
を
行
っ
．
た
が
、
そ
の
具
体
的
経
移
を
簡
単

に
述
べ
て
お
く
と
、
塵
安
元
年
藩
の
江
戸
屋
敷
で
は
、
金
沢
商



人
長
栄
の
弟
子
で
江
戸
在
留
の
執
音
よ
り
、
小
判
と
丁
銀
を
調

達
さ
せ
た
。
こ
れ
を
当
時
の
江
戸
に
お
け
る
金
売
相
場
に
従
っ

て
全
額
を
丁
銀
高
に
換
算
し
、
更
に
こ
れ
を
一
％
歩
引
き
の
条

件
で
朱
封
銀
に
換
算
、
金
沢
に
お
い
て
会
所
か
ら
そ
の
額
を
長

栄
へ
返
済
す
る
こ
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
件
に
関
し
差
当
っ
て
次
の
三
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

第
一
点
は
、
当
時
の
領
内
商
人
の
中
に
は
、
江
戸
滞
碓
の
立

替
え
を
行
い
う
る
者
が
い
た
点
で
あ
る
。
こ
の
一
例
の
み
で
は

あ
る
が
、
当
時
に
お
け
る
領
内
商
人
の
江
戸
に
及
ぶ
活
釛
の
広

が
り
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
第
二
点
は
、
丁
銀
と
朱
封
銀
の
換

算
に
関
す
る
点
で
あ
る
。
寛
文
九
年
加
賀
藩
の
微
風
衝
幣
朱
封

銀
が
廃
止
さ
れ
、
丁
銀
一
統
遣
い
と
な
っ
た
時
、
朱
封
銀
は
二

％
の
歩
入
で
丁
銀
に
交
換
さ
れ
た
。
従
っ
て
長
栄
の
場
合
に
は
、

約
一
％
の
差
額
分
が
長
栄
の
得
分
に
な
っ
た
こ
と
と
な
る
。
第

三
点
は
、
当
時
江
戸
に
お
い
て
金
銀
の
売
買
市
場
が
成
立
し
て

い
る
こ
と
、
更
に
銀
の
金
に
対
す
る
安
さ
が
鯲
目
さ
れ
る
。
周

知
の
こ
と
だ
が
、
当
時
、
雅
府
の
公
定
川
枠
雌
雄
で
は
小
判

両
Ｉ
銀
六
○
匁
で
あ
っ
た
。
慶
安
四
年
の
史
料
か
ら
も
８
１

１
）
金
一
両
が
六
六
・
二
匁
稗
と
な
っ
て
お
り
、
同
様
な
銀
安

の
蛎
情
が
認
め
ら
れ
る
。
表
２
に
お
い
て
慶
安
期
に
、
械
内
よ

り
江
戸
へ
主
に
金
に
よ
る
送
金
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
み
た
が
、

そ
れ
が
藩
主
に
と
っ
て
好
ま
し
い
状
態
で
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と

が
、
こ
の
よ
う
な
江
戸
の
銀
安
状
況
か
ら
推
測
さ
れ
る
．

加
髄
綴
初
期
、
藩
主
財
政
に
つ
い
て

お
わ
り
に

以
上
、
「
温
故
雑
録
」
掲
峨
の
史
料
紹
介
を
行
い
、
解
説
を

加
え
た
が
、
解
説
は
私
自
身
の
気
づ
い
た
点
に
限
ら
れ
た
こ
と

を
認
め
ざ
る
を
え
な
い
。
た
だ
し
、
は
じ
め
に
で
も
述
べ
た
よ

う
に
、
加
賀
藩
初
期
の
財
政
構
造
に
は
ま
だ
ま
だ
不
明
な
点
が

多
い
の
で
、
そ
の
手
懲
り
の
意
義
が
あ
る
と
考
え
て
紹
介
と
解

説
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
今
後
、
初
期
の
藩
機
柵
や
財
政
榊

造
の
研
究
が
進
ん
で
、
こ
れ
ら
の
紹
介
内
容
が
全
体
椛
造
の
中

で
位
置
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

註
①
金
沢
市
立
図
諜
館
蔵

②
岡
者
は
唾
安
四
年
一
二
月
に
代
祷
り
し
て
い
る
。

③
『
加
能
郷
土
辞
蕊
』
に
は
、
会
所
と
は
藩
候
及
び
内
延
用
の
物
品
出
納
、

聯
府
へ
の
進
献
等
を
取
扱
う
役
所
で
、
役
銀
、
出
銀
、
詰
人
の
御
扶
持

〃
排
も
こ
の
役
所
で
取
扱
い
、
会
所
の
主
吏
は
会
所
奉
行
と
称
さ
れ
、

ま
た
巫
戸
に
も
会
所
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

④
『
加
側
淵
初
期
の
侍
帆
』
（
布
川
蝋
図
沸
館
協
会
刊
）

⑤
『
加
側
擶
史
料
』
節
三
巻
二
三
頁

⑥
利
備
の
参
勤
期
日
に
つ
い
て
は
『
加
縦
淵
史
料
』
第
三
巻
に
よ
っ
た
。

命
剥
，
Ｔ
史
料
の
唯
代
に
近
い
も
の
と
し
て
は
、
寛
永
一
八
年
に
小
判
二
○

一
一
一
毎



⑬
渡
辺
傭
夫
前
掲
除
三
二
八
～
九
頁

⑭
土
屋
締
雄
『
封
建
社
会
崩
壊
過
程
の
研
究
』
九
七
～
一
○
一
頁

⑮
『
徳
川
実
紀
』
受
安
三
年
三
月
近
日
の
項

⑯
恵
山
藩
主
利
次
の
年
煎
米
が
利
術
の
機
織
下
で
換
金
さ
れ
た
点
は
興
味

あ
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
正
保
三
年
高
辻
轆
の
本
田
高
に
よ
れ
ば
、

犬
千
代
領
分
は
加
賀
・
能
登
・
越
中
で
約
八
○
万
五
千
石
、
利
常
隠
居
領

は
加
焚
・
越
中
で
二
三
万
九
千
画
利
次
は
越
中
・
加
賀
で
二
万
三

千
石
、
利
論
は
加
賀
・
越
中
で
七
万
石
を
領
有
し
て
い
た
．

⑰
近
世
の
早
い
時
期
に
お
け
る
大
名
貸
に
つ
い
て
、
比
較
的
ま
と
ま
っ
て

紹
介
さ
れ
て
い
る
の
は
、
寛
文
～
延
宝
期
の
も
の
で
あ
る
が
、
中
田
易

迩
『
三
井
高
利
』
（
四
○
～
五
○
頁
）
で
あ
る
。

⑬
『
敦
雰
‐
市
史
第
五
巻
』
八
二
四
頁

⑫
註
⑩
と
同
じ

加
倒
締
初
期
、
滞
主
財
政
に
つ
い
て

○
両
の
両
梼
（
『
闘
慨
雑
抄
』
中
細
六
○
四
頁
）
、
万
論
三
年
約
一
三
九
○

両
の
両
膝
（
「
金
沢
市
中
古
文
＃
」
金
沢
市
立
図
将
館
蔵
）
が
行
わ
れ
て

い
る
。
な
お
、
領
国
街
幣
と
聯
府
衡
幣
と
の
両
替
の
意
投
に
つ
い
て
は
、

近
く
発
表
を
予
定
し
て
い
る
微
圃
伐
幣
の
論
文
で
述
べ
る
。

⑧
『
加
倒
藩
史
料
』
第
三
巻
二
四
～
五
頁

⑨
「
竃
永
一
九
年
小
松
侍
帳
」
註
④
参
照

⑩
銀
換
算
方
法
は
表
２
（
識
）
と
同
じ

⑪
こ
の
点
に
関
し
、
東
北
縦
藩
の
例
か
ら
、
硴
立
期
の
擶
織
済
に
占
め
る

額
内
市
場
の
胴
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
渡
辺
信
夫
『
離
論
制
確
立

期
の
商
品
流
通
』
第
五
厳
）
。

一
一
一
一


